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　国内外の研究では、MSM（Men who have sex with men）は一般集団に比べて薬物使用の割合が高い

ことが報告されている一方、日本の MSM の薬物使用に関する支援ニーズは十分に明らかになっていない。

そこで本分担研究では、日本在住の薬物を使用することがある MSM の支援ニーズを把握するため、量的

調査を実施する。本年度は、2022 ～ 2023 年に実施された第 2 回「Love Life and Sexual Health（LASH）」

調査（2022 年 11 月～ 2023 年 1 月）のデータを用い、日本在住 MSM における薬物使用の実態、依存の重

症度（DAST-20）、および関連要因を整理し、調査票作成の基盤とすることを目的とした。有効回答 4,472

名のシスジェンダー MSM のうち、19.1%（853/4472）が生涯における薬物使用を、3.3%（146/4472）

が過去 12 か月の使用を報告した。直近で薬物を使用した 142 名において、最も多く報告された薬物はラッ

シュ（38.7%、55/142）、次いで覚せい剤（25.4%、36/142）、大麻（17.6%、25/142）であった。参加者

の 26.8%（38/142）が DAST-20 スコア 6 以上（中等度から重度）であった。DAST-20 高得点（≥6）は、最

近の覚せい剤使用（aOR: 6.85; 95% CI: 2.01–23.29）、現実逃避目的の薬物使用（aOR: 3.17; 95% CI: 

1.06–9.50）、および薬物を勧める相手と親密になる目的での使用（aOR: 3.97; 95% CI: 1.36–11.62）と有

意に関連していた。これらの結果から、日本の MSM の薬物使用者のうち、4 分の 1 以上が医療的介入を

必要とする可能性が示された。特に、覚せい剤使用者や現実逃避・対人関係の親密性を目的とする使用者に

対する重点的支援の重要性が示唆された。薬物使用者全員に一律の対応を行うのではなく、個々のニーズや

依存度に応じたハームリダクション、心理社会的支援、医療サービスの提供が不可欠と考えられる。得られ

た知見は、次年度に予定している支援ニーズ調査の設計における基礎資料になると考えられる。

※本報告書では、調査結果の概要と支援ニーズに関する考察を中心にまとめた。

　詳細は、Miwa et al. (2025) に掲載済みである。

研究要旨

　MSM（Men who have sex with men）は 一 般

集団と比較して薬物使用の割合が高いことが国内外

の研究で報告されており、薬物使用に関連する要因

についての知見も一定程度蓄積されてきている。日

本で HIV とともに生きる人々を対象に実施された研

究では、参加者の 55.8%（197/353）が生涯におけ

る薬物使用経験を報告しており、そのうち 95.9%

（189/197）は MSM で あ っ た（Shimane et al., 

2018）。MSM における薬物使用の割合が高い背景に

は、社会的・文化的・心理的要因が複雑に関与して

いると考えられる。例えば、性行為の前後あるいは

最中に薬物を使用する「ケムセックス（chemsex）」は、

MSM コミュニティにおいて比較的広く見られる行

動 で あ り（Tomkins et al., 2019）、 覚 せ い 剤 や メ
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フェドロンなどの特定の薬物の使用を伴うことが多

い（Bourne et al., 2015）。こうしたケムセックスを

含む薬物使用は、性感染症の罹患率の上昇（Maxwell 

et al., 2019）やメンタルヘルスの問題（Bohn et al., 

2020; Tangerli et al., 2022）など、健康上の課題と

関連することが指摘されている。

　一方、日本の薬物政策は伝統的に「ダメ。ゼッタイ。」

を重視する枠組みに基づいており、薬物使用を主とし

て刑事司法上の問題として位置づけてきたため、支援

やケアの必要性が十分に考慮されてこなかったとの指

摘がある（Koto et al., 2020）。そのため、薬物を使

用することがある MSM 本人がどのような支援ニー

ズを有しているのかについて、十分に明らかにされて

いない。「問題のある」薬物使用およびそれに伴う健康

被害は、薬物を使用する MSM 全体に誤って一般化

されることが少なくないが（Drysdale et al., 2020）、

薬物使用は必ずしも断薬を目的とした集中的な医療介

入の必要性を意味するものではない。薬物を使用する

ことがある MSM に対しては、ハームリダクション

に基づくカウンセリングやセルフモニタリングツール

の提供から、入所型のケアに至るまで多様な支援の形

態が考えられる。こうした介入や支援体制を構築する

際には、医療従事者および支援者が、当コミュニティ

の多様なニーズを十分に考慮することが重要である。

　本分担研究では、日本在住の MSM の支援ニーズ

を明らかにするために量的調査を実施する。本年度

は、次年度に実施予定の量的調査の設問内容を精緻化

することを目的として、国内既存データを用いた二次

分析を行い、日本在住 MSM における薬物使用の実態、

依存の重症度、及びそれらと関連する要因を整理し、

調査票作成の基盤を構築した。

　第２回「Love Life and Sexual Health（LASH）」

調査で収集したデータを用いた。調査は 2022 年 11

月から 2023 年 1 月にかけて実施され、SNS および

MSM 向けの出会い系アプリを通じて参加者を募集し

た。調査は匿名で実施され、調査ページ上で研究目的

の説明と同意取得を行ったうえで回答を受け付けた。

IP アドレス、年齢、居住都道府県を用いて重複回答

を確認し、該当する回答は除外した。分析対象は、日

本在住で出生時男性かつ現在の性自認が男性である

MSM のうち、18 歳以上で薬物使用歴に関する情報

が確認できる者とした。調査はぷれいす東京倫理委員

会の審査を経て実施した。

　調査では、年齢、性的指向、学歴、居住地域、就業

状況、HIV ステータス、精神科受診歴などの基本属性

に関する情報を収集した。また、生涯薬物使用歴、最

近の薬物使用（脱法ドラッグ（NPS）、5-MeO-DIPT、

ラッシュ、大麻、覚せい剤、MDMA など）、注射薬

物使用、性行為時の薬物使用、薬物に関する相談経

験についても尋ねた。生涯薬物使用経験者には、日

本語版 Drug Abuse Screening Test（DAST-20）

（Shimane et al., 2015）を実施し、薬物問題の程度

を評価した。さらに、薬物使用の動機（性的快感の増強、

不安の軽減、現実逃避など）についても質問した。

　統計解析では、記述統計（割合、中央値、四分位範

囲）を用いて参加者の特徴および DAST-20 スコアの

分布を示し、95% 信頼区間はブートストラップ法に

より算出した。DAST-20 は既存の基準に基づき分類

し、分析では 5 点以下を「低群」、6 点以上を「高群」と

して比較した（Skinner 1982）。両群の特徴の比較に

は Fisher の正確確率検定を用いた。さらに、薬物使

用行動および使用動機と DAST-20 高得点との関連

を検討するため、ロジスティック回帰分析を実施した。

多変量解析では年齢、大学教育、HIV ステータス、精

神科受診歴を調整変数としてモデルに含め、Akaike 

Information Criterion（AIC）に基づくステップワ

イズ法により最適モデルを選択した。統計解析は R

（version 4.3.0）を用い、有意水準は両側 5% とした。

　調査には 6,179 人が回答した。重複回答や矛盾回

答データを除外した後、さらに除外基準を適用し、最

終的に 4,472 人を分析対象とした。このうち、生涯

薬物使用経験を有する者は 19.1%（853 人）、過去

12 か月以内に薬物を使用した者は 3.3%（146 人）で

あった。DAST-20 の回答が欠損していた 4 人を除外

し、最終的な分析対象は 142 人となった。

　参加者の多くはゲイと回答し（81.7%）、年齢の中央

値は 40 歳（IQR: 32–47）であった。大学卒業以上は

59.2%、都市部在住は 71.1%、就業者は 93.7% であっ
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た。HIV 陽性者は 31.7%、精神科受診歴を有する者

は 50.7% であった。薬物使用開始年齢の中央値は 24

歳（IQR: 20–30）であり、半数が 25 歳未満で初めて

薬物を使用していた。また、64.1% は他者からの勧

めで初めて薬物を使用していた。DAST-20 低得点群

と高得点群の間では、HIV ステータス、精神科受診歴、

相談行動、注射薬物使用経験を除き、基本属性に有意

差はみられなかった。

　過去 12 か月に使用された薬物では、ラッシュ

（38.7%）が最も多く、次いで覚せい剤（25.4%）、大

麻（17.6%）、 脱 法 ド ラ ッ グ ／ 5-MeO-DIPT（ 各

10.6%）、MDMA（10.6%）であった。2 種類以上の

薬物を使用した者は 21.1% であった。性行為時の薬

物使用経験は 90.1% であった。薬物使用の主な動機

は、セックスの快感を高める（90.8%）、アナルセッ

クスの痛みの軽減（66.2%）、現実逃避（49.3%）であっ

た。

単変量 多変量 a

 独立変数 OR 95% 信頼区間 aOR 95% 信頼区間

 年齢 0.99 (0.96–1.03) 0.91 (0.85–0.98)

 大学教育 ( あり vs. なし ) 0.6 (0.28–1.27)

 HIV ステータス ( 陽性 vs. 陰性 / 不明 ) 4.84 (2.19–10.70) 4.02 (1.34–12.08)

 生涯精神科受診歴 ( あり vs. なし ) 3.16 (1.42–7.05) 5.41 (1.75–16.74)

 過去 12 か月に使用した薬物の種類 ( あり vs. なし )

      NPS / 5-MeO-DPT 1.09 (0.32–3.68)

      ラッシュ 1.25 (0.58–2.68)

      大麻 0.66 (0.23–1.92)

      覚せい剤 5.4 (2.36–12.36) 6.85 (2.01–23.29)

      MDMA 2.77 (0.93–8.28)

 薬物使用の動機 ( はい vs. いいえ )

      セックスの快感を高める b －

      アナルセックスの痛みを軽減させる 0.83 (0.38–1.81)

      セックスの不安や恐れを解消させる 1.81 (0.85–3.84)

      相手との性的関係を維持する 2.78 (1.29–5.96)

      現実からの逃避 3.48 (1.56–7.77) 3.17 (1.06–9.50)

      クラブで音楽や映像への感度を高める 0.68 (0.30–1.52)

      薬物を勧める相手と親密になる 3.39 (1.57–7.33) 3.97 (1.36–11.62)

DAST-20: Drug Abuse Screening Test-20; NPS: New psychoactive substances; 5-MeO-DIPT: 5-methoxy-N,N-diisopropyltryptamine; 
MDMA: 3,4-Methylenedioxymethamphetamine; aOR: adjusted odds ratio（調整オッズ比）

a 多変量解析のモデル選択には Akaike Information Criterion（AIC）に基づくステップワイズ法を用いた。モデル診断の結果、ROC 曲線下面積（AUC）
は 0.867（95% CI: 0.801–0.933）であった。Hosmer–Lemeshow 検定ではχ ²=9.301、p=0.318（区分数 10）であり、モデル適合は良好であっ
た。多重共線性は認められなかった（すべての変数で VIF < 1.6）。

b 薬物使用の動機として「セックスの快感を高める」を選択しなかった参加者は 9.2% のみであり、この群では DAST-20 高得点者が存在しなかったため、
オッズ比を算出できなかった。

　DAST-20 スコアの中央値は 2.0（IQR: 1.25–6.00）

で あ り、73.2% が 低 得 点（1–5）で あ っ た。 一 方、

26.8% は 6 点以上であり、医療的介入が必要となる

可能性が示唆された。ロジスティック回帰分析の結果、

覚せい剤使用は DAST-20 高得点と有意に関連して

いた（調整オッズ比 [aOR] = 6.85）（表１参照）。ま

た、薬物使用の動機のうち、「現実逃避」および「薬物

を勧める相手と親密になるため」が高得点と有意に関

連していた。多変量モデルの適合度および予測性能は

良好であり（AUC = 0.867）、多重共線性は認められ

なかった。

表1.1　DAST-20高得点（≥6）と関連する要因
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　本研究は、日本の MSM を対象に DAST-20 を用

いて薬物依存の重症度と関連要因を検討した。結果か

ら、最近 1 年以内に薬物使用を経験したシスジェン

ダー MSM のうち、4 分の 1 以上が医療的介入を要

する可能性（DAST-20 ≧ 6）を示した。また、覚せい

剤使用者や、「現実逃避」あるいは「薬物を勧める相手

と親密になるため」に薬物を使用する者は、医療的支

援を必要とする可能性が高いことが示された。

　本研究で確認された薬物使用割合は、アジア地域

における性的文脈での薬物使用割合（約 13%）と比較

すると低い値であった（Nevendorff et al. 2023）。

これは、日本の一般集団において薬物使用割合がも

ともと低いこと（例：過去 12 か月の覚せい剤使用

は 0.06%（Shimane et al. 2022））に加え、本研究

では勃起不全治療薬を薬物として扱っていないこと

（Koerner et al. 2012; Miwa et al. 2023）などが影

響している可能性がある。また、日本では薬物使用に

対する社会的スティグマが依然として強く、医療従

事者の中にも否定的認識が存在することが報告され

ている（Katayama et al. 2023）。さらに、薬物使用

を主に刑事司法上の問題として扱う政策（Koto et al., 

2020）が、回答者の回答をためらわせ、過少申告につ

ながった可能性もある。加えて、本研究の調査期間は

COVID-19 後期にあたる。パンデミック期の薬物使

用動向は地域や状況によって異なることが報告されて

おり（Petrova et al. 2022）、一部の研究では使用の

減少が報告されている一方（S. Wang et al. 2023）、

不安や抑うつへの対処として使用が増加したとする

研究もある（Javanbakht et al. 2022）。いずれにせ

よ、本研究で確認された過去 12 か月の薬物使用割合

（3.3%）は一般人口より依然として高く、MSM を対

象とした支援の必要性を示している。

　これらの結果は、薬物を使用する MSM に対して一

律の対応を行うのではなく、依存の程度や個々のニー

ズに応じた支援を提供する必要性を示している。すべ

ての薬物使用者が問題のある使用をしているわけでは

ないため、全員を集中的な医療や入所治療につなげる

ことは適切ではないと考えられる。DAST-20 のよう

な評価ツールを活用し、セクシュアルヘルスクリニッ

ク、コミュニティセンター、精神保健福祉センター、

刑務所などの場から適切な支援につなげることが重要

である。特にケムセックスを行う MSM にとってセ

クシュアルヘルスクリニックは比較的利用しやすい支

援拠点であるとされており（Tangerli et al. 2022）、

高得点者を精神科医療や回復支援プログラムへつなげ

る役割を担うことが期待される。一方、緊急性の低い

場合には、セルフモニタリングツール、ハームリダク

ションカウンセリング、PrEP やワクチンなどの予防

サービス等が有効と考えられる。

　また、本研究で覚せい剤使用と高い DAST-20 ス

コアとの関連が確認されたことは、同薬物を使用する

MSM への重点的支援の必要性を示している。覚せい

剤はケムセックスで使用されることが多く（H. Wang 

et al. 2023）、一部ではうつ病、自殺企図、社会不

安などとの関連も指摘されている（Fletcher et al. 

2018）。日本ではラッシュ等の規制強化に伴い、代替

として覚せい剤使用が増加している可能性も報告され

ている（Hayashi et al. 2023）。このため、薬物ごと

の使用状況を考慮した支援が重要と考えられる。

　さらに、薬物の種類にかかわらず、「現実逃避」や「勧

めた相手との親密性を高めるため」といった使用動機

が依存重症度と関連していたことは、MSM の薬物使

用がメンタルヘルスや社会的つながりと密接に関係し

ている可能性を示唆する。例えば、台湾の研究では孤

独感が覚せい剤依存と関連していることが報告されて

おり（Li et al. 2021）、また別の質的研究ではケムセッ

クスがポジティブなゲイ・アイデンティティ形成と

関連する可能性も示されている（Smith and Tasker, 

2018）。薬物使用の動機は個人や状況によって大きく

異なるものの（Drysdale et al. 2020）、ストレス対

処や対人関係問題の改善を目的とした使用が依存と関

連する可能性を踏まえると、メンタルヘルス支援や社

会的支援を含む包括的な対応が必要と考えられる。

　本研究にはいくつかの限界がある。第一に、サンプ

ルサイズが比較的小さく、日本の MSM 全体を代表

していない可能性がある。第二に、DAST-20 は生涯

薬物使用経験者のみに実施されており、処方薬や市販

薬の過剰摂取等については十分に把握できていない可

能性がある。第三に、オンライン調査であったため、

入院中やリハビリ施設に入所中の人など重症度の高

い層が含まれていない可能性がある（Yamada et al. 

2021）。最後に、本研究は横断研究であるため、観察
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された関連から因果関係を推定することはできない。

　本年度研究により、日本在住 MSM における薬物

使用の実態および依存の重症度は全体として限定的で

ある一方、使用薬物の種類や使用動機によって支援

ニーズが異なる可能性が示唆された。特に覚せい剤使

用者や心理的要因を背景とした使用者に対しては、医

療的対応のみならず、社会心理的支援を含む包括的な

介入が求められる。本研究で得られた知見は、次年度

に実施する支援ニーズ調査の設計における基礎資料に

なると考えられる。
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